
 

 

 

 

 

  

気仙沼向洋高校 

バッチカムイ：向洋高校のあった『波路上』地区はアイヌ語で「バッチカムイ」と言われ、“波の飛び越える海岸の上の村”という意味である。 
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１０月３日（水）に、海洋類型２年生１４

名、専攻科生３名が４５日間の長期航海へ出

港しました！この実習では、航海技術習得、

マグロ延縄漁、海洋観測などを行います。 

出港式では、堀内健士朗さん（唐桑中）が

「楽しみの反面不安も多い。全員で協力し、

どんな困難も乗り越えたい。」と決意を述べ

ていました。 

宮城丸は、10 月 14～27 日にマグロ延

縄実習、10月 30日～11月 2日に外地研

修を行い、11月 15日に無事気仙沼に帰港

しました。 

工事担任者資格とは、アナログ電話回線やデジタルデータ回線等の電話通

信回線に、各種端末設備等を接続するために必要とされる国家資格です。 
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生徒代表挨拶 K2梅木優輔（松岩中） 記念講演 元プロ野球選手 山本 昌 氏 

 11 月 2 日（金）条南中学校で、K3 課題研究の出前授業中学生班６名が

ものづくり塾を行ってきました。 

プログラムマスターを使用 

したプログラミング実習を行 

いました。中学生は吸収が早 

く、授業を円滑に進めることが 

できました。 

K3原田和人（面瀬中） 

総合実習の授業で製造したさんま缶詰および商品開発の授業で商品化した

酒粕ミルクスイーツを、10月向洋祭・階上公民館まつり、11月宮城県産業

教育フェア・大谷海岸道の駅、12月気仙沼お菓子フェアで販売する実習を行

いました。 

お客さんがたくさん来て下さり、列の誘導などが大変でしたが、お客さん

の笑顔を見ることができ、とても嬉しかったです。S2熊谷美玖（松岩中） 

１１月２２日（木）に新校舎落成記念式典が行われました。式典には、震災直後にたくさん

のご支援をしてくださった方々、そして新校舎建設にあたりご協力していただいた方々、他校

の先生方など約１９０名のご来賓の方々にお越しいただきました。 

 

私たちは新校舎に移転して、各科でより専門的な学習をすることが可能となりました。仮設

校舎では大きすぎて置けなかった機器も設置され、校内で行う実習等がますます充実してい

ます。これからも興味のある分野を広く学んで行きたいと思います。 

 

「今の自分が未来の自分をつくる」と題して、元プロ野球選手の山本昌さんによる記念講

演が行われました。中学時代までエースになることができなかったが、それでも諦めずトレー

ニングを続けてきたこと。効率的なことばかりではなく、無駄なことも必要。大きな努力を毎日

続けるのではなく、毎日少しずつ力を付けることを心掛けてほしいと話して頂きました。 

山本昌さんの講演では、言葉ひとつひとつが心に響きました。今まで私は、緊張はしてはい

けないものだと思っていましたが、山本さんのお話を聞いて、緊張というのは自分自身を見つ

めなおし、集中している証だと考えられるようになりました。そして、常に感謝の気持ちをもって

過ごしていく事が大切であることを、改めて感じました。   野球部主将 J2高橋優（大谷中） 

 

向洋高校の長い歴史の中で、この校舎からまた新しい伝統が始まります。私たちはその自

覚を持ってこれからも勉強や部活動に励み、みんなで学校を発展させていきましょう！ 

 

 11月 25日（日）仙台で行われた工事担任者試験に、情報電子類型１・

２年生全員と、機械技術科と情報電子類型３年生の希望者が受験してきまし

た。 

工事担任者試験は毎年５月と１１月に実施されています。今回私は、前回

の５月の試験で DD1種に合格したので、今回は AI１種を受験しました。自

己採点をしたところ、受験した全ての科目が合格点に達していました。勉強

の成果が発揮できたと思います。試験対策は、とにかく過去問を解きました。   

国家資格を取得していると、就職の際に選択肢が広がります。みなさんも

是非国家資格に挑戦してみましょう。       J2尾形魁（階上中） 
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10 月 19 日校内発表、20 日に一般公開が行

われました。新校舎で初めての文化祭で、たくさ

んの方々が来校しました。 

校内発表では、軽音楽部の演奏や NYの海外研

修報告、クラス企画の発表などを行いました。一

般公開では、クラスの模擬店や各科類型の実習機

器の展示などが行われました。 

毎年恒例のサンマ缶詰販売は、販売前から長蛇

の列ができ、午前・午後の部とも短時間で完売す

ることができました。 

  

○卓球部 地区新人大会  
男子団体 第３位   女子団体 第３位      ※県大会出場 

男子ダブルス 優勝 J2熊谷優作（気仙沼中）・J2高橋広大（大谷中） 
男子シングルス 優勝 J2高橋広大 第 3位 J2熊谷優作 
 
○テニス部 地区新人大会  
男子１回戦 向洋３－２泉  ２回戦 向洋２－３利府 
女子１回戦 向洋１－２気仙沼（４人制） 
 
○バドミントン部 地区・県新人大会  
地区 男子向洋０－３築館 向洋３－０志津川 向洋３－０気仙沼 
県  男子向洋０－３白石 
 
○ヨット部 県新人大会  
男子４２０級 第６位 J1菊田航（大島中）・J1佐藤直歩也（気仙沼中） 
 

○柔道部 大久康杯公立高校柔道大会  
女子個人 第３位Ｊ１男乕美紅（条南中） 
 
○柔道部 新人大会  
１回戦敗退 
 
○ハイテク部 高校生ものづくり宮城県大会 旋盤作業部門  
第６位Ｋ１高下広大（面瀬中） 
 
○男子バスケットボール部 地区新人大会  
第３位 向洋63-75志津川 向洋69-60気仙沼 向洋97-48本吉響  
 
○女子バスケットボール部 地区新人大会  
第３位 向洋 69-74気仙沼 向洋 26-108本吉響   ※県大会出場 

 
○ラクビー部 新人大会  

予選トーナメント２位 決勝トーナメント進出 

 
○写真部 宮城県高校写真展 
《感想》S2保坂流風（唐桑中） 
 写真部は１０作品を出展しましたが、賞を取ることが出来ませんでし
た。ですが、他校のレベルを知ることができ自分たちの実力を知ることが
できました。これからも表現力を磨きつつ、頑張りたいと思います。 
 
○軽音楽部 県大会  

《感想》バンド名 SANMA-KAN（２年生女子バンド） 

 県大会では、自分たちが作詞作曲した曲を演奏してきました。本番は練

習の成果を出すことができ、演奏後の質問にもしっかりと答えることがで

きました。これからは、動きを取り入れた演奏ができるように練習をして

いきたいです。 

平成30年度宮城県職業能力開発関係表彰式 

《受賞者》 

最優秀賞(普通旋盤）K3佐藤大輝（新月中） 

優秀賞(フライス盤）K2梅木優輔（松岩中） 

優秀賞（普通旋盤）K2小山孔平（条南中） 

敢闘賞（フライス盤）K3小野寺恵佑（松岩中） 

敢闘賞（普通旋盤）K2三浦健幹（津谷中） 

 

 

１１月３０日に宮城県庁で行われた表彰式にハイテク部５名が出席しました。 

これは、技能五輪宮城県大会（全国大会予選）の成績により表彰されました。 

１１月８日（木）宮崎県立福島高校の生徒が来校し、本校生徒会５名

が合同防災学習を行いました。 

今回の合同防災学習で、被災していない方々と被災した私たちの災害

の観点の違いについて気づく事ができました。ここで学んだ事を、今後

の防災・減災に向けた取り組みに生かしていきたいと思います。   

J1奥玉新之助（条南中）                 

 

《感想》 

 訓練の成果がでて嬉しいです。本

校で史上最多の５名が受賞すること

ができ、とても光栄です。全国大会で

も結果を残せるように頑張りたいで

す。              K3佐藤大輝 

※最優秀賞は４種目４名が表彰され、唯一高校生で佐藤さんが選出されました。 

 

１１月４日（日）に階上地区総合防災訓練が行われ、校内で部活動をし

ていた生徒たちは避難訓練を実施しました。階上地区の生徒は、午前中

地区毎に分かれて避難訓練、炊き出し訓練、防災講話聴講などを行い、午

後は階上中学校へ行き、生徒たちだけで行う避難所設営訓練を見学しま

した。私も階上中出身ですが、見る側になってみると大人さながらに活

動していて驚かされました。         K1熊谷樹（階上中） 

 宮崎県立福島高校合同防災学習 

階上地区総合防災訓練 

 


